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大
川
原
字
西
平
に
整
備
さ
れ
た
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
施
設
で
す
。

常
磐
自
動
車
道
の
西
に
、
７
７
０
４
枚
の
パ
ネ
ル
が
南
向
き
に

並
ん
で
い
ま
す
。
工
事
は
ほ
ぼ
終
わ
り
、
12
月
中
旬
に
は
電
力

会
社
へ
の
売
電
が
始
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
農
地
保
全
と

い
う
重
要
な
役
割
も
果
た
し
、
土
地
は
20
年
の
事
業
期
間
終
了

後
、
地
権
者
に
返
さ
れ
ま
す
。

お
お
く
ま
点
描

クイズ「目指せ！おおくMASTER ★」（紙面のどこかに答えがあるよ）

おおちゃんクイズ（地域問題）　Q・大熊町に隣接している市町村はいくつあるか？
（市町村名までわかるかな）

くうちゃんクイズ（方言問題）　Q・「かんます」ってどんな意味？
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大
熊
中
は
昨
年
4
月
か
ら
、
隔

週
木
曜
に
全
教
職
員
に
よ
る
読
み

聞
か
せ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
授
業

開
始
前
の
10
分
間
、
教
職
員
や
図

書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
が
お

勧
め
の
本
を
紹
介
し
て
い
ま
す

が
、
生
徒
が
読
書
の
楽
し
さ
を
再

確
認
し
、
読
書
の
ジ
ャ
ン
ル
を
広

げ
る
機
会
と
し
て
好
評
で
す
。

震
災
前
か
ら
図
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
講
師
と
な
っ
て
年
数
回
実
施

し
て
い
ま
し
た
が
、
昨
年
4
月
か

ら
教
職
員
も
講
師
に
加
わ
り
ま
し

た
。
内
容
は
基
本
的
に
講
師
に
任

せ
て
い
る
そ
う
で
、
本
の
朗
読
、

作
品
や
作
家
の
紹
介
、
自
分
が
読

ん
だ
と
き
の
感
想
な
ど
さ
ま
ざ
ま

で
す
。
教
科
と
は
違
う
ジ
ャ
ン
ル

の
本
を
紹
介
し
、
授
業
で
は
見
せ

な
い
意
外
な
一
面
を
垣
間
見
せ
る

教
員
も
お
り
、
生
徒
は
こ
の
時
間

を
楽
し
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。

取
材
し
た
12
月
7
日
、
3
年
生

の
ク
ラ
ス
で
は
国
語
教
諭
が
「
万

葉
集
」
な
ど
日
本
の
古
典
作
品
を

紹
介
。
シ
ン
デ
レ
ラ
や
人
気
ア
ニ

メ
に
も
通
じ
る
ス
ト
ー
リ
ー
が
日

本
の
古
典
に
あ
る
こ
と
を
、
電
子

黒
板
を
使
っ
て
説
明
し
ま
し
た
。

生
徒
た
ち
は
興
味
深
そ
う
に
聞
き

入
り
、「
古
典
の
イ
メ
ー
ジ
が
変

わ
っ
た
」「
現
代
語
訳
が
丁
寧
で

分
か
り
や
す
か
っ
た
」
な
ど
と
感

想
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

担
当
し
た
道
川
千
穂
教
諭
は

「
教
科
書
で
扱
う
作
品
の
他
に
も
、

い
い
作
品
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て

ほ
し
か
っ
た
。
受
験
勉
強
が
あ
っ

て
十
分
な
読
書
の
時
間
は
持
て
な

い
と
思
う
が
、
読
書
の
楽
し
さ
を

忘
れ
な
い
で
ほ
し
か
っ
た
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

好
評
、中
学
校
の
読
み
聞
か
せ 

全
教
職
員
が
講
師
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新年のご挨拶
　

年
頭
に
あ
た
り
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
謹
ん
で

新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

光
陰
矢
の
如
し
、
避
難
先
で
五
度
目
の
正
月

を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
復
興
へ
の
歩

み
が
遅
い
と
の
批
判
も
あ
り
ま
す
が
、
今
年
こ

そ
希
望
に
つ
な
が
る
良
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う

願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
の
3
月
1
日
に
は
、
常
磐
自
動
車
道
が

全
線
開
通
と
な
っ
た
ほ
か
、
9
月
に
は
Ｊ
Ｒ
常

磐
線
の
試
験
除
染
も
開
始
さ
れ
、
こ
れ
ら
に
よ

り
物
流
、
人
の
往
来
も
増
大
し
、
復
興
に
弾
み

が
つ
く
も
の
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

4
月
に
開
校
し
た
ふ
た
ば
未
来
学
園
に
は
、

郡
内
の
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
、
希
望
に
胸
を

ふ
く
ら
ま
せ
て
校
門
を
く
ぐ
り
ま
し
た
。
著
名

な
講
師
陣
や
ユ
ニ
ー
ク
な
入
学
式
の
様
相
か
ら

限
り
な
い
可
能
性
を
感
じ
ま
し
た
。

　

先
が
見
通
せ
な
い
中
で
光
も
見
え
始
め
て
い

ま
す
。
去
る
3
月
に
町
復
興
の
基
本
理
念
で
あ

る
第
二
次
復
興
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。
避
難

先
で
の
安
定
し
た
生
活
（
町
民
生
活
支
援
）
と

帰
町
を
選
択
で
き
る
環
境
づ
く
り
（
町
土
復

興
）
を
二
本
柱
と
し
、
平
成
30
年
度
ま
で
に
は

復
興
拠
点
と
位
置
付
け
た
大
川
原
地
区
に
住
環

境
を
整
備
し
ま
す
。
周
辺
に
は
給
食
セ
ン
タ
ー

や
太
陽
光
発
電
が
稼
働
し
た
ほ
か
、
企
業
事
務

所
、
植
物
工
場
、
東
京
電
力
従
業
員
宿
舎
建
設

が
計
画
中
で
す
。
下
野
上
地
区
に
整
備
さ
れ
る

復
興
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
も
早
期
完
成
を
目
指

し
ま
す
。
帰
還
困
難
区
域
の
先
行
除
染
も
始
ま

り
ま
し
た
が
、
面
積
の
拡
張
が
急
務
で
す
。

　

併
せ
て
、
町
民
の
皆
さ
ま
方
の
意
向
・
要
望

を
し
っ
か
り
と
把
握
し
、
希
望
す
る
方
々
の
た

め
、
町
内
の
復
興
公
営
住
宅
に
つ
い
て
早
い
時

期
に
絵
姿
を
提
案
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
公
営
墓
地
の
建
設
に
つ
い
て
も
28

年
度
内
の
希
望
者
受
付
を
目
指
し
ま
す
。
な

お
、
中
間
貯
蔵
施
設
整
備
等
影
響
緩
和
交
付
金

を
活
用
し
た
避
難
先
で
の
生
活
支
援
策
に
つ
い

て
も
、
今
年
4
月
か
ら
の
導
入
を
目
途
に
協
議

し
て
お
り
、
年
度
内
に
広
報
紙
な
ど
で
内
容
を

周
知
し
ま
す
。
古
里
と
の
絆
を
維
持
す
る
た
め

の
事
業
や
、
生
活
空
間
の
維
持
向
上
、
風
評
被

害
払
し
ょ
く
の
た
め
の
経
費
等
が
該
当
し
ま

す
。

　

ま
た
、
医
療
や
福
祉
、
商
業
圏
の
整
備
、
新

た
な
雇
用
の
創
出
、
農
業
の
復
活
も
町
土
の
復

興
に
は
不
可
欠
で
す
。
さ
ら
に
、
将
来
を
担
う

子
ど
も
た
ち
の
教
育
の
あ
り
方
は
、
議
論
も
含

め
腰
を
据
え
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

重
要
な
課
題
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
克
服
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課

題
は
山
積
で
す
。
し
か
し
、
立
ち
止
ま
る
こ
と

は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
時
間
が
か
か
っ
て
も
着
実

に
前
進
す
る
よ
う
全
力
を
傾
け
ま
す
。

　

新
年
度
に
は
産
業
建
設
課
と
環
境
対
策
課
を

い
わ
き
市
に
移
動
す
る
な
ど
、
い
わ
き
出
張
所

の
機
能
を
強
化
し
ま
す
。
こ
れ
ら
組
織
の
見
直

し
や
事
務
の
効
率
化
を
図
り
、
町
民
ニ
ー
ズ
に

応
え
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
努
め
ま
す
。
さ
ら

に
、
大
川
原
地
区
で
の
役
場
機
能
再
開
を
目
指

し
準
備
事
務
所
を
設
置
し
ま
す
。

　

震
災
、
原
発
事
故
か
ら
間
も
な
く
5
年
に
な

り
ま
す
。
私
も
初
心
を
忘
れ
ず
、
議
会
と
連
携

し
、
職
員
と
一
丸
と
な
っ
て
町
の
復
興
、
再
生

に
全
力
を
傾
注
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
支
援
・

ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

大

熊

町

長
　
　

渡 

辺
　
利 

綱
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新年のご挨拶
　

新
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
大
熊
町
議
会
を

代
表
し
て
、
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

早
い
も
の
で
全
町
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
、

五
度
目
の
正
月
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。少
し
ず
つ
前
に
進
み
希
望
と
未
来
が
見
え
、

明
る
く
、
元
気
に
過
ご
せ
る
年
と
な
る
様
願
っ

て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
三
月
に
、
今
後
十
年
程
度
に
お
け
る
取

り
組
む
べ
き
施
策
や
事
業
を
整
理
し
た
「
大
熊

町
第
二
次
復
興
計
画
」
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
計
画
は
町
民
の
皆
様
の
生
活
支
援
と
町
土

復
興
を
二
本
の
柱
と
し
て
お
り
、
避
難
先
で
の

安
定
し
た
生
活
や
帰
町
を
選
択
で
き
る
環
境
づ

く
り
の
早
期
実
現
が
望
ま
れ
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。
す
で
に
本
格
除
染
が
終
了
し
た
大
川
原
地

区
に
お
い
て
は
植
物
工
場
や
太
陽
光
発
電
施

設
、
公
営
墓
地
、
事
務
所
等
が
計
画
さ
れ
、
ま

た
、
帰
還
困
難
区
域
の
本
格
除
染
に
つ
い
て
は

下
野
上
地
区
で
開
始
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
町
は
、
震
災
前
に
は
思
い
も
よ
ら
な
い
大

き
な
課
題
を
持
つ
町
で
あ
り
ま
す
。
福
島
県
内

か
ら
の
除
去
土
壌
等
を
受
け
入
れ
保
管
す
る
中

間
貯
蔵
施
設
建
設
は
、
当
町
が
受
け
入
れ
を
容

認
し
た
以
上
必
要
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。
建
設

を
推
進
し
て
い
く
上
で
の
問
題
点
を
整
理
し
具

体
的
な
施
策
を
示
し
、
建
設
の
加
速
化
を
図
る

べ
き
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
野
上
、
下
野
上
地

区
の
早
期
除
染
を
進
め
る
う
え
で
も
町
民
の
皆

様
の
帰
還
意
欲
向
上
、
早
期
復
興
を
目
指
す
意

味
で
も
、
大
変
重
要
な
施
設
で
あ
り
最
重
要
課

題
と
位
置
づ
け
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

復
興
公
営
住
宅
の
整
備
も
依
然
と
し
て
要
望

ど
お
り
に
は
進
ん
で
い
な
い
現
状
に
あ
り
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
、
安
心
し
た
生
活
の

た
め
に
も
早
期
建
設
を
、
損
害
賠
償
等
に
つ
い

て
も
基
本
的
に
避
難
が
続
く
間
は
継
続
さ
れ
る

べ
き
と
考
え
、
引
き
続
き
支
援
を
要
望
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
廃
炉
作

業
に
つ
い
て
も
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
放
射
線

量
が
極
め
て
高
い
こ
と
か
ら
、
作
業
を
進
め
る

に
は
ま
だ
ま
だ
困
難
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
度
重

な
る
汚
染
水
の
海
洋
流
出
は
、
新
た
な
風
評
被

害
に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
適
切
な
措
置
が
な
さ

れ
る
よ
う
に
監
視
活
動
を
続
け
ま
す
。

　

本
町
議
会
は
昨
年
十
一
月
に
、
十
二
人
体
制

で
新
た
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
議
員
各
位
の

協
力
の
下
今
ま
で
以
上
に
議
会
が
活
性
化
す
る

べ
く
、
日
々
の
変
化
を
敏
感
に
察
知
し
、
新
鮮

な
感
覚
で
身
近
な
議
会
、
行
動
す
る
議
会
を
目

指
し
、
町
民
の
皆
様
の
代
表
者
と
し
て
「
困
っ

て
い
る
こ
と
を
改
善
」
し
て
い
き
ま
す
。
今
後

と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
、
ご
協
力
、
ご
意
見
、

ご
要
望
賜
り
た
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
祈
念

し
、
新
年
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

大
熊
町
議
会
議
長
　
　

鈴 

木
　
光 

一
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屋
根
補
修
工
事
に
つ
い
て

　

町
で
は
シ
ー
ト
に
よ
る
屋
根
養

生
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
現
在

は
線
量
の
低
下
に
よ
り
町
内
全
域

を
対
象
と
し
て
お
り
ま
す
。
シ
ー

ト
の
劣
化
等
で
の
再
養
生
も
可
能

で
す
。

　

養
生
を
希
望
さ
れ
る
方
は
左
記

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
大
熊
町
役
場
い
わ
き
出
張
所

　

復
興
事
業
課

除
染
に
伴
う
仮
置
場
に
つ
い
て

 

平
成
27
年
度
大
熊
町
復
興
拠
点
工
事
に
お
け
る

除
染
範
囲
95
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
仮
置
場
約
20
ヘ
ク
タ

ー
ル
の
配
置
計
画
は
下
図
の
と
お
り
で
す
。

　

現
在
、
仮
置
場
内
に
お
い
て
は
、
測
量
及
び
造

成
工
事
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
福
島
環
境
再
生
事
務
所
会
津
支
所　

電
０
２
４
２
（
23
）
７
９
７
０

問
大
熊
町
役
場
い
わ
き
出
張
所　

復
興
事
業
課

家
屋
調
査
に
つ
い
て

　

除
染
を
す
る
区
域
の
家
屋
の
解
体
を
希
望
す
る

場
合
は
、
必
ず
損
壊
状
況
調
査
（
家
屋
調
査
）
が

必
要
で
す
。

問
大
熊
町
役
場
会
津
若
松
出
張
所　

税
務
課

中
間
貯
蔵
施
設
に
つ
い
て

　

除
染
土
壌
等
の
輸
送
に
つ
い
て
12
月
１
日
現

在
、
天
栄
村
か
ら
大
熊
町
の
中
間
貯
蔵
施
設
保
管

場
へ
の
試
験
輸
送
（
パ
イ
ロ
ッ
ト
輸
送
）
を
行
っ

て
い
ま
す
。

問
福
島
環
境
再
生
事
務
所　

　

中
間
貯
蔵
施
設
等
整
備
事
務
所　

調
査
設
計
課

電
０
２
４
（
５
６
３
）
１
２
９
３

問
大
熊
町
役
場
会
津
若
松
出
張
所　

環
境
対
策
課

町内で着々と進む復興などの様子を、国・県・町が一体となりお知らせします。
今回は、除染に伴う仮置き場・県道２５１号災害復旧工事等について紹介します。

ふるさとかわらばん
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県
道
２
５
１
号
（
小
良
ケ
浜
野

上
）
線
の
災
害
復
旧
工
事
が
始
ま

り
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

工
事
中
の
通
行
に
つ
い
て
は
十
分

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

県
道
２
５
１
号
（
小
良
ケ
浜
野
上
）
線　

災
害
復
旧
工
事
始
ま
る

②鮒沢第二ため池脇の道路崩落の様子

場　所 工　　期

① 役場前跨線橋 ～平成28年３月末頃

② 鮒 沢 第 二
た め 池 脇 ～平成28年３月末頃

③ 小 良 ケ 浜
 （境　 川） ～平成28年３月末頃

問
福
島
県
富
岡
土
木
事
務
所

　

道
路
・
橋
梁
課

電
０
２
４
０
（
23
）
６
６
０
５

問
大
熊
町
役
場
い
わ
き
出
張
所　

　

復
興
事
業
課

1
2

3

かわらばん
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担当者の独り言
放射性セシウムを除去するための方法は様々なものが提案されています。古くから知られて

いるもの。（チェルノブイリの事故より前から知られているものとか）今回の事故以降に開発
されたもの。メカニズムのよくわからないもの。現代科学では解明できないもの。提案があれ
ば、反論もあります。「セシウムは取れるけれどもその方法では毒性がある物質がばらまかれる」
とか。何しろ初めての事ばかりなので、どれが本当なのかわかりません。今はインターネット
を通じて様々な情報が手に入ります。振り回されないように見極める力を養いましょう。
それからもう一つ。「放射性物質を吸着する」という宣伝文句を良く耳にします。今問題と

なっているのはセシウムなので、あたかも「放射性セシウムを選択的に吸着する」ように聞こ
えますが、セシウムには「放射性でないセシウム」もあります。大方の方法は、「放射性セシ
ウム」も「放射性でないセシウム」も区別無く吸着します。今のところ放射性セシウムを選択
的に除く魔法は実用化されていません。念のため。

Ｑ．除染に関して考えられる問題点は何ですか？
Ａ．汚染された土壌等の処理と保管方法です。土壌は大量にあるため、どのように処理するかが
問題ですし、保管は中間貯蔵施設で保管された後どのようになるかなどが問題になります。

Ｑ．大熊町の除染状況は？
Ａ．避難指示解除準備区域（中屋敷地区）と居住制限区域（大川原地区）の除染はすでに完了し
ています。また、帰還困難区域内でも一部で除染が行われています。大熊町役場や夫沢の公民館
はすでに除染済みです。現在は大野小学校付近の除染を行っています。

Ｑ．大熊町で以前のような農作物をつくるには何年かかりますか？
Ａ．栽培するのは可能です。ただし、摂食と出荷に制限がかかっています。解除の時期は不明な
ので、元のようになるまでには長い時間と努力が必要だと思います。それが5年なのか、10年
なのかは今のところわかりません。

Ｑ．コメ以外で試験栽培されているのはなんですか？
Ａ．福島県の試験でブロッコリー、カブ、キャベツ、コマツナ、ホウレンソウを栽培しています。

Ｑ．放射線を下げる（被ばくを少なくする）ために、できることはありますか？
Ａ．放射線について理解を深めましましょう。放射線の正体を知れば、何が危険であるかがわか
るようになって被ばくを少なくできると思います。小学生の皆さんにとっては、これが一番重要
だと考えます。

これらは、小学生から質問された一部です。こちらがびっくりする内容で回答に困るような質
問もありましたが、大熊町の現状も踏まえて、できる限り簡潔に回答しました。

あらためて思うことは、放射線に対する知識や理解を深めていくのは難しいということです。
今回役場に来てくれた小学生のように、自分で考えることが、すべての人にとって重要だと思い
ます。
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物質教 ちゃんえておお教 ちゃんえておお
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Part９・放射線に対する小学生の質問に答えました

　先日、大熊町立熊町・大野小学校の５、6年生が総合の学習で放射線に
ついての質問を持ってきました。
　そのとき受けた質問と回答を紹介します。

Ｑ．大熊町に人が帰るため、どのような手立てをとっていますか？
Ａ．最初に、放射線量を下げるために大川原地区、中屋敷地区の除染を行
いました。その後、自然災害や原発事故などの緊急事態に備えて壊れてい
た防災行政無線を修理しました。また、町内全域の放射線環境の測定を行
っています。今後は、復興拠点に新しい役場を作るなど、徐々に人々が生
活できる場所を作っていきます。

Ｑ．除染はどのように行われていますか？
Ａ．家屋などは、表面の拭き取りで放射性物質を除去します。田や畑に関しては、表土の剥ぎ取
りと土の入れ替えを行っています。

Ｑ．除染にはフェロシアン化鉄（プルシアンブルー）は使われていますか？
Ａ．よく調べていますね。フェロシアン化鉄（プルシアンブルー）は、水の除染の実験等で一部
使われているようですが、大規模には使われていません。

Ｑ．除染にフェロシアン化鉄を使ってみてはどうでしょうか？
Ａ．とても良い考えだと思います。フェロシアン化鉄（プルシアンブルー）による除染は、水に
溶けている状態のセシウムを除去するものです。除染後は非常にコンパクトになるので、保管ス
ペースの節約が期待できます。

実際の話をすると、現在の除染の対象物は主に「土」で、土に吸着しているセシウムを水に溶
かしてフェロシアン化鉄に吸着しようとすると、大規模な設備が必要になるので行われていない
ようです。

Ｑ．光合成細菌株を使った除染はしていますか？
Ａ．これも実験レベルでは行われていますが、大規模には行われていないようです。フェロシア
ン化鉄と同じで、土からセシウムを除去しようとすると大がかりな設備が必要になることが理由
と考えられます。設備面の課題が解決できれば実用化できるかもしれません。
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まちの話題

仮設でクリスマスの置物づくり
　

ク
リ
ス
マ
ス
の
置
物
づ
く
り

の
教
室
が
12
月
1
日
、
会
津
若

松
市
の
一
箕
町
長
原
地
区
仮
設

住
宅
で
開
か
れ
ま
し
た
。
住
民

ら
12
人
が
参
加
し
、
サ
ン
タ
ク

ロ
ー
ス
と
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー

を
製
作
し
ま
し
た
。
円
す
い
形

の
土
台
に
、
赤
や
緑
の
紙
ひ
も

を
巻
き
付
け
て
い
き
、
サ
ン
タ

の
顔
や
ツ
リ
ー
の
飾
り
を
張
り

付
け
て
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
参

加
者
は
お
茶
を
飲
ん
だ
り
お
菓

子
を
食
べ
た
り
し
な
が
ら
和
や

か
な
雰
囲
気
で
作
業
し
ま
し
た
。

完
成
を
喜
ん
で
早
速
部
屋
に
飾

る
人
も
い
ま
し
た
。

クリスマスの置物をつくった参加者

　

地
方
創
生
ま
ち
づ
く
り
Ｅ
Ｘ

Ｐ
Ｏ
「
ま
ち
て
ん
」
が
11
月
28
、

29
の
両
日
、
東
京
の
渋
谷
ヒ
カ

リ
エ
で
開
か
れ
、
大
勢
の
来
場

者
に
大
熊
町
が
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
意

見
交
換
「
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
」

で
は
町
職
員
ら
が
避
難
か
ら
現

在
に
至
る
経
過
や
、
町
民
同
士

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
維
持
な
ど
に
つ

い
て
語
り
ま
し
た
。
会
場
に
は
、

先
日
開
か
れ
た
「
記
憶
の
街
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
で
学
生
が
制

作
し
た
町
の
模
型
も
展
示
さ
れ
、

町
民
が
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
き
込

ん
だ
無
数
の
旗
に
来
場
者
が
見

入
り
ま
し
た
。

町の現状を紹介したトークセッション

「まちてん」で大熊を紹介

会
津
若
松
市
に
避
難
し
て
い

る
今
野
盛
雄
さ
ん
、
島
原
健
二

郎
さ
ん
が
会
津
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

協
会
の
優
秀
審
判
員
表
彰
を
受

け
ま
し
た
。
第
１
種
公
認
審
判

員
の
資
格
を
持
つ
二
人
は
避
難

後
、
知
人
の
紹
介
で
同
協
会
に

所
属
し
、
審
判
員
を
続
け
ま
し

た
。
毎
シ
ー
ズ
ン
数
多
く
の
試

合
に
派
遣
さ
れ
、
正
確
な
ジ
ャ

ッ
ジ
に
努
め
ま
し
た
。
表
彰
式

は
11
月
28
日
に
市
内
で
行
わ
れ
、

同
協
会
の
原
康
之
会
長
か
ら
表

彰
状
を
受
け
ま
し
た
。
二
人
は

「
4
年
間
の
活
動
が
認
め
ら
れ
、

う
れ
し
い
」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。

表彰された今野さん（左）と島原さん

熊
町
・
大
野
小
学
校
の
３
年

生
14
人
が
12
月
７
日
、
町
役
場

会
津
若
松
出
張
所
を
訪
れ
ま
し

た
。
総
合
学
習
の
授
業
で
「
わ

た
し
た
ち
の
ふ
る
さ
と
大
熊
町

っ
て
ど
ん
な
町
？
」
と
い
う
テ

ー
マ
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
自

然
や
特
産
品
、
町
内
の
施
設
な

ど
震
災
前
の
町
の
様
子
に
つ
い

て
職
員
か
ら
話
を
聞
き
ま
し

た
。
子
ど
も
た
ち
は
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
、
職
員
の
説
明
を
丁

寧
に
メ
モ
し
て
い
ま
し
た
。「
調

べ
て
も
分
か
ら
な
か
っ
た
こ
と

が
分
か
っ
た
」「
素
敵
な
町
だ

っ
た
ん
だ
な
と
思
っ
た
」
な
ど

と
感
想
を
発
表
し
て
い
ま
し
た
。

ソフト審判の今野さん、島原さん表彰

熊町・大野小３年生が役場訪問

古里に理解を深めた児童
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副町長に吉田氏、石田氏と 2人体制

埼玉・おおくま友の会が発足

おおくままち北浜グループ創立

避難所機能備えた企業事務所

　

渡
辺
利
綱
町
長
は
町
議
会
12

月
定
例
会
最
終
日
の
11
日
、
空

席
と
な
っ
て
い
た
い
わ
き
出
張

所
常
駐
の
副
町
長
に
総
務
課
長

の
吉
田
淳
氏
（
59
）
＝
写
真
＝

を
選
任
す
る
人
事
案
を
提
出

し
、
同
意
さ
れ
ま
し
た
。
吉
田

氏
の
任
期
は
1
月
1
日
か
ら
4

年
間
で
す
。
副
町
長
は
昨
年
11

月
か
ら
会
津
若
松
出
張
所
の
石

田
仁
氏
1
人
で
し
た
が
、
1
月

か
ら
は
2
人
体
制
に
戻
り
ま

す
。
吉
田
氏
は
双
葉
高
、
法
政

大
卒
。
昭
和
54
年
に
町
職
員
と

な
り
、
生
涯
学
習
課
長
、
教
育

総
務
課
長
を
歴
任
。
平
成
25
年

4
月
か
ら
総
務
課
長
で
し
た
。

「
町
長
の
片
腕
と
し
て
町
民
の

た
め
全
力
を
つ
く
し
た
い
」
と

話
し
て
い
ま
す
。

　

埼
玉
県
内
の
町
民
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
団
体
「
埼
玉
・
お
お
く
ま

友
の
会
」
の
設
立
総
会
が
11
月

29
日
、
川
越
市
内
で
開
か
れ
ま

し
た
。
北
は
深
谷
市
か
ら
西
は

秩
父
市
ま
で
約
50
人
が
入
会
し

て
お
り
、
当
日
も
21
人
が
出
席

し
ま
し
た
。
総
会
で
規
約
や
予

算
、
役
員
を
決
め
た
後
、
一
足

早
い
「
望
年
会
」
を
開
催
し
ま

し
た
。
会
で
は
県
内
各
地
に
出

向
い
て
の
交
流
会
を
予
定
し
て

い
ま
す
。会
員
も
募
集
中
で
す
。

問
倉
嶋
要
三
会
長

電
０
９
０（
７
９
３
４
）８
５
０
８

お
お
く
ま
ま
ち
北
浜
グ
ル
ー

プ
の
創
立
総
会
が
12
月
6
日
、

南
相
馬
市
の
原
町
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。
浜

通
り
北
部
か
ら
町
民
28
人
が
参

加
。
協
議
の
結
果
、
小
林
五
藏

さ
ん
が
会
長
に
選
ば
れ
ま
し

た
。
総
会
後
に
は
も
ち
つ
き
を

行
い
、汁
も
ち
や
あ
ん
こ
も
ち
、

じ
ゅ
う
ね
ん
も
ち
な
ど
に
し
て

食
べ
な
が
ら
の
交
流
会
と
な
り

ま
し
た
。
役
員
の
間
で
は
今
後

開
く
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
や
次
回

総
会
の
日
程
な
ど
に
つ
い
て
、

具
体
的
な
話
し
合
い
が
さ
れ
ま

し
た
。
グ
ル
ー
プ
の
会
員
数
は

現
在
42
人
で
す
。

　

東
京
エ
ネ
シ
ス
が
町
内
大
川

原
地
区
に
建
設
す
る
町
民
避
難

所
を
備
え
た
新
事
務
所
の
地
鎮

祭
が
12
月
7
日
、
現
地
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
同
社
は
東
京
電
力

福
島
第
一
原
発
の
廃
炉
作
業
に

当
た
っ
て
い
ま
す
。
新
事
務
所

は
社
員
の
現
地
拠
点
と
な
る
ほ

か
、
災
害
時
に
町
民
が
避
難
で

き
る
よ
う
放
射
性
物
質
を
遮
断

す
る
た
め
の
換
気
装
置
や
非
常

用
発
電
機
を
備
え
て
い
ま
す
。

地
鎮
祭
で
は
楢
崎
ゆ
う
社
長
が

く
わ
入
れ
し
、
工
事
の
無
事
を

願
い
ま
し
た
。
新
事
務
所
は
6

月
中
に
完
成
し
、
7
月
か
ら
利

用
で
き
る
予
定
で
す
。

総会後に楽しく交流する会員ら

工事の安全を祈った地鎮祭

設立した友の会のメンバー
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東日本大震災と、それに伴う東京電力福島第一原子力発電所の事故により、大熊町は全町避難
を余儀なくされ、私たちは今も、全国各地に分散して不自由な生活を強いられています。
長期化している避難生活、先行き不透明な状況の中で、ふるさと「おおくま」に対してどのよ

うな想いを抱いているのか、直接避難先へ訪問してインタビュー取材を行い、本紙に掲載させて
いただいています。
「絆おおくまふれあい通信」を通して届けられた想いを共有し、ふるさと「おおくま」と皆さ
まを「絆〜きずな〜」でつないでいくことができれば幸いです。

※株式会社鹿島印刷所（南相馬市）の記者が避難先を訪問し、インタビュー取材をさせていただいています。
※掲載する文章は、インタビューした内容をもとに記者が作成しますので、インタビューをお受けいただいた方

が文章を作成する手間はございません。

おおくまふれあい通信
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「絆おおくまふれあい通信」で、
あなたの想いを伝えてみませんか？

大熊町役場　会津若松出張所　総務課秘書広聴係
電話：0120-26-3844　FAX：0242-23-7093
E-mail：somu@town.okuma.fukushima.jp

応募先 絆
きずな

　絆おおくまふれあい通信では、避難されている皆さま
へ想いを伝えていただける方を募集しています。避難先
での活動や避難生活で感じていることなど、あなたの想
いをこのコーナーでお話しください。大熊町民の方なら
どなたでも結構ですので、ご連絡をお待ちしています。
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大
熊
町
臨
時
職
員
登

録
者
を
募
集
し
ま
す

　

平
成
28
年
度
に
採
用
す
る
臨
時

職
員
を
登
録
制
度
に
よ
り
募
集
し

ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
大
熊
町
で
臨
時

職
員
と
し
て
働
く
こ
と
を
希
望
す

る
方
に
、
あ
ら
か
じ
め
希
望
す
る

職
種
な
ど
の
条
件
を
登
録
し
て
い

た
だ
き
、
町
で
臨
時
職
員
が
必
要

に
な
っ
た
と
き
に
登
録
者
名
簿
の

中
か
ら
条
件
に
合
う
方
を
選
考

し
、審
査
後
採
用
す
る
も
の
で
す
。

　

な
お
、
登
録
さ
れ
て
も
必
ず
し

も
採
用
さ
れ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん

の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◆
登
録
職
種

①
一
般
事
務
補
助

②
学
校
図
書
館
司
書

③
小
・
中
学
校
、
幼
稚
園
用
務
員

④
幼
稚
園
教
諭
（
要
資
格
）

⑤
特
別
支
援
学
級
担
任
補
助

⑥
介
護
事
務
（
要
資
格
）

⑦
保
健
衛
生
業
務
補
助（
要
資
格
）

⑧
受
付
・
電
話
交
換
業
務

⑨
清
掃
・
駐
車
場
整
理
業
務

⑩
公
用
車
運
転
手

⑪
農
産
物
へ
の
放
射
性
物
質
移
行

実
証
栽
培
業
務
（
大
熊
町
で
の

作
業
）

⑫
公
益
立
入
・
通
過
交
通
事
務
補

助
※
勤
務
地

　

①
は
会
津
若
松
市
、
い
わ
き
市
、

郡
山
市
の
い
ず
れ
か
、
⑥
・
⑦
・

⑪
・
⑫
は
会
津
若
松
市
ま
た
は
い

わ
き
市
の
ど
ち
ら
か
で
す
。
そ
れ

以
外
は
会
津
若
松
市
勤
務
と
な
り

ま
す
。

◆
受
付
期
間

１
月
４
日
（
月
）
か
ら
２
月
29

日
（
月
）
ま
で
（
土
・
日
・
祝

日
を
除
く
）

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時

15
分
ま
で

※
期
限
を
過
ぎ
て
も
随
時
受
け
付

け
ま
す

◆
登
録
資
格

・
登
録
日
現
在
、
年
齢
18
歳
以
上

で
高
校
卒
業
以
上
の
学
歴
を
有

す
る
方

・
自
力
に
よ
る
通
勤
が
で
き
る
方

（
駐
車
場
の
確
保
は
各
自
対
応
）

◆
登
録
の
有
効
期
間

４
月
１
日
か
ら
平
成
29
年
３
月

31
日
ま
で

◆
雇
用
期
間
・
条
件　

・
平
成
28
年
４
月
1
日
以
降
６
ヶ

月
以
内
（
た
だ
し
、
必
要
と
認

め
る
と
き
は
更
新
す
る
場
合
も

あ
り
ま
す
）

・
勤
務
時
間
に
つ
い
て
は
原
則
と

し
て
町
職
員
に
準
じ
ま
す

◆
登
録
方
法

・「
大
熊
町
臨
時
職
員
登
録
申
込

書
」
を
大
熊
町
役
場
会
津
若
松

出
張
所
総
務
課
行
政
係
へ
提
出

し
、
登
録
し
て
く
だ
さ
い
（
資

格
免
許
等
が
必
要
な
職
種
は
、

証
明
す
る
も
の
の
写
し
を
添
付

し
て
く
だ
さ
い
）

・「
大
熊
町
臨
時
職
員
登
録
申
込

書
」
は
会
津
若
松
出
張
所
、
い

わ
き
出
張
所
及
び
中
通
り
連
絡

事
務
所
に
備
え
付
け
て
あ
り
ま

す
。
郵
送
で
請
求
す
る
場
合

は
、
封
筒
の
表
に
「
臨
時
職
員

登
録
申
込
書
請
求
」
と
朱
書
き

し
、
80
円
切
手
を
は
っ
た
宛
先

明
記
の
返
信
用
封
筒
を
同
封
の

う
え
、
大
熊
町
役
場
会
津
若
松

出
張
所
総
務
課
行
政
係
へ
請
求

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
町
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
ま
す
。

問
大
熊
町
役
場
会
津
若
松
出
張
所

　

総
務
課
行
政
係

相
馬
税
務
署
か
ら

■
平
成
27
年
分
の
所
得
税
等
の
確

定
申
告
書
作
成
会
場
■

平
成
27
年
分
の
所
得
税
（
及
び

復
興
特
別
所
得
税
）、
消
費
税
及

び
贈
与
税
の
確
定
申
告
期
に
お
け

る
申
告
書
作
成
会
場
は
、
次
の
と

お
り
開
設
す
る
予
定
で
す
。

場
相
馬
市
振
興
ビ
ル
（
相
馬
市
中

村
字
塚
ノ
町
65
─
16
）

時
２
月
１
日
（
月
）～
３
月
15
日

（
火
）　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

※
開
設
時
間
内
に
申
告
書
作
成
を

終
え
ら
れ
る
よ
う
、
お
早
目
の

ご
来
場
を
お
願
い
し
ま
す
。

申
告
書
作
成
会
場
の
開
設
期
間

前
と
開
設
期
間
中
、
相
馬
税
務
署

内
に
は
会
場
を
開
設
し
ま
せ
ん
。

開
設
期
間
中
は
申
告
相
談
の
ご
予

約
を
受
け
付
け
ま
せ
ん
。
南
相
馬

市
内
に
税
務
署
の
申
告
書
作
成
会

場
は
開
設
し
ま
せ
ん
。
土
、
日
、

祝
日
は
作
成
会
場
を
開
設
し
ま
せ

ん
。

■
確
定
申
告
書
の
便
利
な
作
成
方

法
■申

告
書
作
成
会
場
は
大
変
混
雑

し
、
長
時
間
お
待
ち
い
た
だ
く
場

合
が
あ
り
ま
す
。

来
場
さ
れ
る
納
税
者
の
皆
さ
ま

の
、
会
場
混
雑
に
よ
る
長
時
間
待

ち
等
に
よ
る
ご
負
担
を
軽
減
で
き

ま
す
の
で
、
是
非
と
も
国
税
庁
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申
告
書
等

作
成
コ
ー
ナ
ー
」
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

特
に
、
収
入
が
給
与
又
は
公
的

年
金
の
み
の
方
専
用
の
「
給
与
・

年
金
画
面
」
が
新
た
に
加
わ
り
、

入
力
方
法
が
よ
り
簡
単
・
わ
か
り

や
す
く
な
り
ま
す
。

「
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
作
成
し

た
申
告
書
を
紙
に
印
刷
し
、
税
務

署
へ
郵
送
等
に
よ
り
提
出
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
　

http://w
w

w.nta.go.jp
w
eb



15 時日時　　場会場　　内内容　　対対象者　　費参加費用　　持持ち物　　定募集定員　　期申し込み期間・期限

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
申
請
を
受
け
付

け
て
い
ま
す

今
月
か
ら
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
の
交
付
が
始
ま
り
ま
し
た
。

制
度
開
始
時
期
の
た
め
、
実
際
に

カ
ー
ド
を
お
渡
し
で
き
る
ま
で
日

数
が
か
か
る
か
と
思
い
ま
す
。
既

に
交
付
申
請
済
み
の
方
は
も
う
し

ば
ら
く
お
待
ち
く
だ
さ
い
。
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
作
成
さ
れ
た

方
に
は
、
順
次
役
場
か
ら
交
付
・

通
知
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

郵
送
で
の
手
続
き
と
な
り
ま
す

の
で
、
申
請
時
の
住
所
か
ら
避
難

先
を
変
更
さ
れ
た
方
は
、
住
民
課

避
難
者
名
簿
係
（
内
線
５
１
８
）

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

通
知
カ
ー
ド
が
ま
だ
手
元
に
届

か
な
い
方
は
、住
民
課
住
民
係（
内

線
５
４
７
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
状
況
を
確
認
の
上
、
回
答
し

ま
す
。

ま
た
不
在
な
ど
で
受
け
取
れ
ず

に
郵
便
局
で
保
管
期
限
超
過
し
た

通
知
カ
ー
ド
は
、
役
場
に
返
送
さ

れ
て
い
ま
す
。
不
在
通
知
の
日
付

か
ら
３
ヶ
月
間
、
会
津
若
松
出
張

所
で
保
管
し
て
い
ま
す
の
で
、
こ

ち
ら
も
住
民
課
住
民
係
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
来
庁
い
た
だ
き
本

人
確
認
の
上
で
お
渡
し
す
る
か
、

再
度
転
送
不
要
の
簡
易
書
留
で
郵

送
し
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付

申
請
は
、随
時
受
付
け
て
い
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
発
行
手

数
料
は
、
３
月
ま
で
無
料
と
な
っ

て
い
ま
す
。
４
月
以
降
の
手
数
料

に
つ
い
て
は
決
定
次
第
、
広
報
・

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

申
請
方
法
に
は
、
郵
送
、
ま
た

は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
パ
ソ
コ
ン

か
ら
申
請
す
る
方
法
の
他
、
大
熊

町
役
場
の
窓
口
（
会
津
、二
本
松
、

い
わ
き
）、
避
難
先
市
町
村
の
窓

口
で
申
請
す
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。

申
請
に
つ
い
て
不
明
な
点
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
総

合
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
（
☎
０
１
２

０
─
95
─
０
１
７
８
）、
も
し
く

は
住
民
課
住
民
係
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
大
熊
町
役
場
の
窓
口
、
ま
た

は
避
難
先
市
町
村
の
窓
口
で
申
請

さ
れ
る
方
は
、
申
請
時
に
通
知
カ

ー
ド
を
回
収
し
ま
す
。
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
が
発
行
さ
れ
る
ま

で
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
証
明
す
る

カ
ー
ド
が
手
元
に
無
く
な
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の

提
出
が
必
要
な
場
合
は
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
入
り
の
住
民
票
を
請
求
す

る
な
ど
し
て
ご
対
応
く
だ
さ
い
。）

ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
申
請
に
あ
た
り
、
通
知
カ
ー
ド

及
び
交
付
申
請
書
を
紛
失
・
破
損

さ
れ
た
方
は
、
大
熊
町
役
場
の
各

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
受
付
窓
口
で
紛
失

届
け
を
提
出
い
た
だ
い
た
上
で
、

交
付
申
請
書
を
再
発
行
し
ま
す
の

で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
を
希
望
せ

ず
に
、
紛
失
し
た
通
知
カ
ー
ド
の

再
発
行
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
通

知
カ
ー
ド
再
交
付
の
申
請
を
し
て

く
だ
さ
い
。
通
知
カ
ー
ド
の
再
交

付
手
数
料
は
５
０
０
円
で
す
。

問
大
熊
町
役
場
会
津
若
松
出
張
所

　
住
民
課
住
民
係

住
民
基
本
台
帳
の

閲
覧
状
況

住
民
基
本
台
帳
閲
覧
制
度
は
、

住
民
基
本
台
帳
法
に
よ
り
毎
年
１

回
以
上
閲
覧
状
況
を
公
表
す
る
こ

と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
基
づ
き
、
平
成
26
年
11
月

１
日
か
ら
平
成
27
年
10
月
31
日
ま

で
の
閲
覧
状
況
を
公
表
し
ま
す
。

○
国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
の
機

関
の
請
求
に
よ
る
閲
覧

国または地方公共団体の

機関の名称
自衛隊福島地方協力本部

請求事由の概要 自衛官募集に伴う広報

閲覧の年月日 平成26年11月19日

閲覧に係る住民の範囲
平成９年４月２日から平成10年４月１日
生まれの男女

○
個
人
ま
た
は
法
人
の
申
出
に
よ

る
閲
覧
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

問
大
熊
町
役
場
会
津
若
松
出
張
所

　
住
民
課
住
民
係

おおくま交流会inいわき市中央台 ～伝承郷でおもちつき！～

時１月23日（土）　午前10時～
※調理をお手伝いいただける方はエプロン・三
角巾をお持ちください♪

場いわき市暮らしの伝承郷（いわき市鹿島町下矢
田字散野14-16　県立いわき公園内）
内屋外でのもちつきです。暖かい格好で、座布団

をお持ちください
対大熊町民のみなさま
問大熊町コミュニティ支援いわき事務所
電0246-88-9317
（電話受付時間平日10時～16時）
当日連絡先電070-5581-5939（担当：冨岡）



16問問い合わせ　　申申し込み　　電電話　　Fファクス　　メール　　 web ウェブサイト

介
護
保
険
か
ら

■
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
証
の

交
付要

介
護
認
定
者
の
方
を
対
象

に
、「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定

証
」
を
交
付
し
ま
す
。

身
体
障
害
者
手
帳
、
療
養
手
帳

等
の
交
付
を
受
け
て
い
な
い
方
で

あ
っ
て
も
、
要
介
護
認
定
を
受
け

　大熊町長　　渡辺　利綱　　様

申請書　住所

電話番号（　　　　　　　　　　　　）

〒

明 ・ 大 ・ 昭　10 年 4 月 1 日 80 歳

平成　27　年　　所得税確定申告等に使用するため

〒

※事務処理欄（以下は記入しないでください）

審査 非該当　　・　　障害者該当　　・　　特別障害者該当

障　害　者

特別障害者

認 定 日

認定期間

基準日

□　要介護１

□　要介護２

□　要介護３

□　要介護３

□　要介護４

□　要介護５

　下記の者を、所得税法施行令(昭和４０年政令第９６号)第１０条及び地方税法施行令(昭和２５年政令第２４５号)

第７条又は第７条の１５の１１に定める障害者・特別障害者として認定してくださるよう申請します。

生年月日

避難先住所
（認定結果送付先）

介護保険被保険者番号

申請理由

大熊　太郎
障害者控除対象者

１　 ・ 　２　 ・ 　３　 ・ 　４　 ・ 　５

要　　介　　護

障害者控除対象者との関係（　　　　　　）

090-1234-5678

住　　所

979-1308
大熊町大字下野上字大野６４５

大 熊 一 郎

障害者控除対象者認定申請書

平成　　　　年　　　　月　　　　日

氏名

大熊町大字下野上字大野645

【記入例】

平成　　　　　　年　　　　　　月　　　　　　日

平成　　　　年　　　　月　　　　日　　　　　　
　　　　〜平成　　　　年　　　　月　　　　日

平成　　　　　　年　　　　　　月　　　　　　日
（12月末もしくは資格喪失日）

住民票の住所を記入してください。

要
介
護
認
定
状
況

965-0001
福島県会津若松市○○○○○１－１
会津ハイツ１０１号室

要介護状態区分0000012345

年　齢

性　別 男　　・　　女氏　　名

子

大
熊

 連絡が取れる電話番号を記入してください。

申請書を記入された方の氏名と
対象者との関係を記入してくだ
さい。
本人の場合は本人と記入してく
ださい。
※忘れず押印をお願いします。

 住民票の住所を記入してください。

要介護認定を受けている方の
氏名を記入してください。

介護保険被保険者証を参考に
被保険者番号、要介護度を記
入してください。

避難先住所
アパート等の場合は部屋番号
まで記入してください。

て
い
る
65
歳
以
上
の
方
で
あ
れ

ば
、
確
定
申
告
の
際
に
「
障
害
者

控
除
対
象
者
認
定
証
」
を
提
出
す

る
こ
と
で
、
税
の
控
除
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
税
申
告
用
の
書
類
の
た
め
、
身

体
障
害
者
の
認
定
と
は
異
な
り

ま
す
。

◆
対
象
者

　

65
歳
以
上
で
、
大
熊
町
の
要
介

護
認
定
を
受
け
て
い
る
方

※
平
成
27
年
中
に
亡
く
な
っ
た
方

の
分
も
申
請
で
き
ま
す
。

◆
認
定
区
分

◇
障
害
者
控
除
対
象

・
要
介
護
1
～
3

◇
特
別
障
害
者
控
除
対
象

・
要
介
護
3
～
5

※
要
介
護
3
の
方
に
つ
い
て
は
、

日
常
生
活
自
立
度
に
よ
っ
て
認

定
の
程
度
が
変
わ
り
ま
す
。

◆
控
除
額

◇
障
害
者

・
所
得
税　

27
万
円

・
住
民
税　

26
万
円

◇
特
別
障
害
者

・
所
得
税　

40
万
円

・
住
民
税　

30
万
円

◆
申
請
方
法

　

大
熊
町
役
場
会
津
若
松
出
張
所

健
康
介
護
課
ま
た
は
、
い
わ
き
出

張
所
で
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

ま
た
、
遠
方
の
方
や
電
話
等
で

お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
い
た
方
に

は
申
請
書
を
送
付
し
ま
す
。
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
、
会
津
若
松

出
張
所
健
康
介
護
課
へ
郵
送
で
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。郵
送
の
場
合
、

認
定
証
は
申
請
書
到
着
後
1
週
間

～
10
日
程
度
で
送
付
し
ま
す
。

※
申
請
書
は
、
大
熊
町
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
大
熊
町
役
場
会
津
若
松
出
張
所

　

健
康
介
護
課
介
護
保
険
係

　

大
熊
町
役
場
い
わ
き
出
張
所

　

住
民
福
祉
係

大熊町では介護保険制度改正に伴い、要支援
の認定を受けている方の訪問介護（ホームヘル
プサービス）と通所介護（デイサービス）を今
年３月から総合事業へ移行する予定です。

サービス内容に大きな変更はありませんが、
３月１日以降に要支援の認定を受けた方から順
次、総合事業に移行したサービスを利用してい
ただくことになります。

詳細については、２月１日号の広報誌にパン
フレットを同封しますので、ご確認ください。

問大熊町役場会津若松出張所
　健康介護課介護保険係

総合事業（介護予防・日常生活
支援総合事業）を開始します
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特
定
疾
患
患
者
見
舞

金
の
申
請
に
つ
い
て

大
熊
町
で
は
、
特
定
疾
患
の
患

者
（
未
成
年
の
場
合
は
そ
の
保
護

者
）
様
に
対
し
特
定
疾
患
見
舞
金

と
し
て
年
額
2
万
円
を
支
給
し
て

い
ま
す
。

今
年
度
ま
だ
申
請
し
て
い
な
い

方
は
、
2
月
末
ま
で
に
忘
れ
ず
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
大
熊
町
役
場　

保
健
セ
ン
タ
ー

対 象 者

大熊町に住民登録があり、かつ下記のいずれかに該当する方
⑴　福島県知事が発行する「指定難病医療費受給者証」又は「小児慢性
特定疾病医療受給者証」を所持する方（未成年の場合はその保護者）
⑵　「特定疾病療養受療証」を所持する方（人工透析、血漿分画製剤を
投与している先天性血液凝固第Ⅷ因子障害又は先天性血液凝固第Ⅸ因
子障害 ｢血友病｣、血液凝固因子製剤の投与に起因する抗ウイルス薬を
投与している後天性不全症候群で受療中の方）

申請方法

電話等で問合せいただいた方に申請書を郵送します。
記入後、保健センターへ郵送又は持参してください。
また、申請書は大熊町ホームページからもダウンロードすることがで
きます。
http://www.town.okuma.fukushima.jp/

（申請・届出書式→保健センター関係→13.特定疾患患者見舞金受給資
格認定申請書）

提出書類

１．特定疾患患者見舞金受給資格認定申請書（必ず朱肉で押印）
２．福島県知事が発行する「特定疾患医療受給者証」又は「特定疾患医
療費受給者証」又は「小児慢性特定疾病医療受給者証」、保険者が発行
する「特定疾病療養受療証」のいずれかの写し（コピー）1部

申請期限 平成28年2月29日（月）

う
つ
を
学
ぶ
家
族
の

相
談
会
公
開
講
座

う
つ
病
の
方
へ
の
対
応
で
悩
ん

で
い
ま
せ
ん
か
。

例
え
ば
、
生
活
習
慣
の
改
善
の

た
め
運
動
を
勧
め
る
と
き
、
ど
う

声
か
け
す
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う

か
。皆

さ
ま
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

時
１
月
18
日
（
月
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

場
相
双
保
健
福
祉
事
務
所

　

２
階
大
会
議
室

内
公
開
講
座
「
う
つ
病
の
再
発
予

防
の
た
め
に
大
切
な
こ
と
」

講
師
・
福
島
県
立
医
科
大
学
医

療
人
育
成
・
支
援
セ
ン
タ
ー
助

教
（
臨
床
心
理
士
）
本
谷
亮
氏

※
午
後
３
時
５
分
か
ら
家
族
相
談

を
行
い
ま
す
（
家
族
の
み
参
加

可
能
。
事
前
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
）

対
う
つ
病
の
方
の
ご
家
族
を
は
じ

め
、
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す

費
無
料

問
福
島
県
相
双
保
健
福
祉
事
務
所

障
が
い
者
支
援
チ
ー
ム

電
０
２
４
４
（
26
）
１
１
３
２

年末年始の救急事故を減らしましょう！
年末年始は、餅などによる窒息事故が多く

なります。１月の「不慮の窒息」による死亡
者数の約９割が、６５歳以上の高齢者となっ
ています。不慮の窒息事故を防ぐため、特に
高齢者がいるご家庭は、餅を小さく切ったり、

食事の様子を見るなど注意を払うようにしましょう。
 
■異物除去の方法■

異物を喉に詰まらせてしまった場合、「背部叩打法」という
方法で取り除くことができる可能性があります。覚えておきま
しょう。
●成人・小児の場合　

後方から片手で胸と下あごを支えてうつむかせ、もう片方の
手の付け根部分で肩甲骨の間を強く迅速に叩く。
●乳児の場合

片腕の上に乗せ、手のひらであごを支えながらうつむかせ、
同様に手の付け根部分で肩甲骨の間を強く叩く。

火事と救急は１１９�浪江消防署　電0240-34-7360
　富岡消防署　電0240-25-2119
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・平成28年度は、最初の新規検査年が平成14年以前の車両が重課税率の対象
※平成15年10月14日以前に最初の新規検査を受けた車両は年までしか記載がないため、その

年の12月に検査を受けたものとみなすことになります。
・平成29年度は、最初の新規検査年月が平成16年3月以前の車両が重課税率の対象
・平成30年度は、最初の新規検査年月が平成17年３月以前の車両が重課税率の対象

＜軽課税率（グリーン化特例　平成28年度のみ）＞
◎三輪及び四輪の軽自動車で、排出ガス性能及び燃費性能の優れた環境負荷の小さいものにつ
いて、グリーン化特例（軽課）が適用されます。

車　　　種

税率（年税率）

（ア）新税率

の 75％軽減

（イ）新税率

の 50％軽減

（ウ）新税率

の 25％軽減

軽
自
動
車

四輪以上
（総排気量 660cc 以下）

乗用
自家用 ２，７００円 ５，４００円 ８，１００円

営業用 １，８００円 ３，５００円 ５，２００円

貨物
自家用 １，３００円 ２，５００円 ３，８００円

営業用 １，０００円 ２，０００円 ３，０００円

三輪（660cc 以下） １，０００円 ２，０００円 ３，０００円

（ア）電気自動車、天然ガス自動車（平成21年排出ガス10％軽減）
（イ）乗用：平成17年排出ガス基準75％低減達成かつ平成32年度燃費基準＋20％達成車

貨物：平成17年排出ガス基準75％低減達成かつ平成27年度燃費基準＋35％達成車
（ウ）乗用：平成17年排出ガス基準75％低減達成かつ平成32年度燃費基準達成車

貨物：平成17年排出ガス基準75％低減達成かつ平成27年度燃費基準＋15％達成車
　※（イ）、（ウ）については、内燃機関の燃料が揮発油（ガソリン）の軽自動車に限ります。
　※燃費基準の達成状況は、自動車検査証の備考欄に記載されています。

納税通知書の発送日・納期限が変更になります
平成28年度より軽自動車税の納税通知書の発送日と納付期限が下記のとおり変更となりま

す。
なお、平成27年度軽自動車税納税証明書の有効期限は平成28年４月29日までとなっており

ますので、４月30日以降に軽自動車の車検を受けるための納税証明書が必要な方は、税務課・
いわき出張所・中通り連絡事務所の窓口又は郵便請求にて証明書を申請・取得してください。
発 送 日：４月中旬→５月初旬予定
納付期限：４月30日→５月31日
問大熊町役場　会津若松出張所　税務課

納期限変更について
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国及び地方を通じた自動車関連税制の見直しに伴い、平成28年度より軽自動車税の税率が
引き上げとなります。

グリーン化を進める観点から、最初の新規検査から13年経過した三輪・四輪の軽自動車に
ついては重課税率が導入されます。

また、三輪・四輪の軽自動車で、排出ガス性能及び燃費性能の優れた環境負荷の小さい車両
について、グリーン化特例（軽課）を適用します。

＜原動機付自転車、軽・小型自動二輪、小型特殊自動車等＞
◎平成28年度課税から、次の車種について新税率が適用されます。

区　　分
現行

（平成27年度まで）
新税率

（平成28年度から）

原動機付自転車

排気量50cc以下 １，０００円 ２，０００円
排気量50cc超90cc以下 １，２００円 ２，０００円
排気量90cc超 １，６００円 ２，４００円
排気量50cc以下のミニカー ２，５００円 ３，７００円

軽二輪車（125cc超250cc以下） ２，４００円 ３，６００円
二輪の小型自動車（250cc超） ４，０００円 ６，０００円
農耕作業用自動車（トラクター等） １，６００円 ２，４００円
その他特殊自動車（フォークリフト等） ４，７００円 ５，９００円

＜三輪・四輪の軽自動車＞
◎平成27年度課税から三輪及び四輪の軽自動車について、新税率・重課税率が適用されます。

区　　分

改正前 改正後

平成26年度まで
平成27年度から 平成28年度から

現行① 新税率② 重課税率③

三輪のもの（トライク等）
（総排気量660cc以下）

３，１００円 ３，１００円 ３，９００円 ４，６００円

四輪のもの
（総排気量
660cc以下）

乗用
自家用 ７，２００円 ７，２００円 １０，８００円 １２，９００円
営業用 ５，５００円 ５，５００円 ６，９００円 ８，２００円

貨物
自家用 ４，０００円 ４，０００円 ５，０００円 ６，０００円
営業用 ３，０００円 ３，０００円 ３，８００円 ４，５００円

①平成27年３月31日以前に最初の新規検査（車輌番号の交付）を受けた軽自動車
②平成27年４月１日以後に最初の新規検査（車輌番号の交付）を受けた軽自動車
③最初の新規検査から13年経過した三輪・四輪の軽自動車（新税率の約1.2倍の税率を適用

する重課税率が平成28年度から導入されます。）
※ただし、電気軽自動車、天然ガス軽自動車、メタノール軽自動車、混合メタノール軽自動

車及びガソリンを内燃機関の燃料として用いる電力併用軽自動車並びに被けん引車は重課
税率の対象外となります。

軽自動車税の税率引き上げと
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法
務
局
の
登
記
相
談
が

予
約
制
と
な
り
ま
す

　

福
島
地
方
法
務
局
で
は
、
登
記

相
談
を
希
望
さ
れ
る
皆
さ
ま
に
待

ち
時
間
な
く
ご
利
用
い
た
だ
け
る

よ
う
、
平
成
28
年
2
月
1
日
か
ら

不
動
産
登
記
部
門
、
法
人
登
記
部

門
、
相
馬
支
局
、
い
わ
き
支
局
及

び
富
岡
出
張
所
に
お
い
て
、
登
記

相
談
を
予
約
制
と
し
ま
す
の
で
、

あ
ら
か
じ
め
次
の
予
約
申
込
み
電

話
で
相
談
日
時
を
予
約
願
い
ま

す
。

　

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
次
の

予
約
申
込
み
電
話
又
は
福
島
地
方

法
務
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

hom
ukyoku.m

oj.go.jp/
fukushim

a/

）
で
ご
確
認
願
い

ま
す
。

※
相
談
の
予
約
は
、
平
日
、
午
前

9
時
か
ら
午
前
11
時
30
分
ま
で

及
び
午
後
1
時
か
ら
午
後
4
時

ま
で
で
す
。
取
扱
時
間
の
異
な

る
登
記
所
も
あ
り
ま
す
の
で
、

予
約
の
際
に
ご
確
認
願
い
ま

す
。

◆
予
約
申
込
み
連
絡
先

・
不
動
産
登
記
部
門

　

土
地
・
建
物

　

電
０
２
４（
５
３
４
）２
０
４
５

・
法
人
登
記
部
門　

会
社
・
法
人

　

電
０
２
４（
５
３
４
）１
９
０
４

・
相
馬
支
局

　

電
０
２
４
４
（
36
）
３
４
１
４

・
い
わ
き
支
局

　

富
岡
出
張
所
（
共
通
）

　

電
０
２
４
６
（
23
）
１
７
２
９

問
福
島
地
方
法
務
局
総
務
課

　

電
０
２
４（
５
３
４
）１
９
８
３

　

町
で
は
中
間
貯
蔵
施
設
の
建
設
に
伴

い
町
民
の
皆
さ
ま
が
抱
え
る
不
安
や
諸

問
題
に
対
応
す
る
た
め
、
弁
護
士
に
よ

る
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
当
該
施
設

建
設
に
伴
う
権
利
関
係
等
の
疑
問
点
に

つ
い
て
、
無
料
で
相
談
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

相
談
で
き
る
こ
と
は
、
中
間
貯
蔵
施

設
建
設
に
伴
う
契
約
、
地
上
権
、
相
談

等
に
つ
い
て
で
す（
法
律
相
談
で
あ
り
、

補
償
価
格
に
関
す
る
相
談
は
で
き
ま
せ

ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
）。
相
談
時

間
は
1
回
に
つ
き
50
分
以
内
で
、
各
会

場
3
組
ま
で
の
事
前
予
約
制
と
な
っ
て

い
ま
す
。
事
前
予
約
の
先
着
順
に
な
り

ま
す
の
で
、ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

対
大
熊
町
内
の
中
間
貯
蔵
施
設
建
設
予

定
地
内
に
不
動
産
（
土
地
・
建
物
）

を
所
有
さ
れ
て
い
る
方

費
無
料

申
問
大
熊
町
役
場
会
津
若
松
出
張
所

　
　

企
画
調
整
課

※
受
付
時
間
：
午
前
8
時
30
分
～
午
後

5
時
15
分
（
平
日
の
み
）

開催場所 開　催　日 開催時間 所　在　地

大熊町役場
会津若松出張所

1月18日㈪

午後2時～5時

会津若松市追手町2番41号
（相談会場：2階　第2会議室）

大熊町役場
いわき出張所

1月26日㈫
いわき市好間工業団地1番地43

（相談会場：1階　相談室）

ビッグパレット
ふくしま

1月27日㈬
郡山市南二丁目52番

（相談会場：3階　小会議室1）

中間貯蔵施設に係る
弁護士 無料相談会のご案内

　

今
年
も
、
オ
レ
オ
レ
詐
欺
な
ど

が
激
増
し
て
い
ま
す
。
子
や
孫
を

よ
そ
お
う
ほ
か
、
会
社
の
上
司
、

警
察
官
や
弁
護
士
を
か
た
っ
て
、

会
社
で
の
横
領
や
交
通
事
故
の
示

談
金
な
ど
の
名
目
で
、
お
金
の
振

込
、
宅
配
便
で
の
送
付
、
直
接
手

渡
し
さ
せ
る
な
ど
、
手
口
は
ど
ん

ど
ん
巧
妙
に
な
っ
て
い
ま
す
。

○
電
話
で
お
金
を
要
求
さ
れ
た
ら

い
っ
た
ん
冷
静
に
な
り
、
ま
ず
家

族
や
警
察
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

（
警
察
安
全
相
談
室
＃
９
１
１
０
）

○
留
守
番
機
能
を
使
い
、
相
手
を

確
認
し
て
か
ら
電
話
に
出
る
、
な

ど
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。
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21 広報おおくま　2016（平成 28 年）1月号時日時　　場会場　　内内容　　対対象者　　費参加費用　　持持ち物　　定募集定員　　期申し込み期間・期限

大熊町では、平成27年度に居住制限区域である大川原地区において、米の試験栽培を実
施し、検査を行いましたので結果をお知らせします。

試験・実証栽培の結果

品種：コシヒカリ

品　名 134Cs 137Cs 合計

玄米 3.1Bq/㎏ 13Bq/㎏ 16.1Bq/㎏
もみ 7.0Bq/㎏ 35Bq/㎏ 42Bq/㎏
稲わら 16Bq/㎏ 65Bq/㎏ 81Bq/㎏
稲株（根） 875Bq/㎏ 3,960Bq/㎏ 4,835Bq/㎏
土壌（圃場） 1,420Bq/㎏ 5,970Bq/㎏ 7,390Bq/㎏
水（圃場口） 不検出 不検出 不検出

※検出限界値（0.77Bq/㎏～ 0.82Bq/㎏ )
※測定器はゲルマニウム半導体検出器を使用

Ａ地点
品　名 採取日 134Cs 137Cs 合計

カブ
10/13 不検出 6Bq/㎏ 6Bq/㎏
11/17 不検出 不検出 不検出

キャベツ
10/27 不検出 5Bq/㎏ 5Bq/㎏
11/17 不検出 6Bq/㎏ 6Bq/㎏

ブロッコリー
10/27 不検出 14Bq/㎏ 14Bq/㎏
11/17 不検出 不検出 不検出

※検出限界値（3.1Bq/㎏～6.0Bq/㎏）

Ｂ地点
品　名 採取日 134Cs 137Cs 合計

ブロッコリー
10/6 不検出 11Bq/㎏ 11Bq/㎏

10/27 不検出 7Bq/㎏ 7Bq/㎏
11/17 不検出 不検出 不検出

※検出限界値（3.5Bq/㎏～5.5Bq/㎏）

C地点
品　名 採取日 134Cs 137Cs 合計

コマツナ
10/27 不検出 12Bq/㎏ 12Bq/㎏
11/17 不検出 不検出 不検出

※検出限界値（3.2Bq/㎏～5.5Bq/㎏）
※測定器はゲルマニウム半導体検出器を使用

◎各地点で記載のない品目は全て不検出となっています。

また、県は、同じ大川原地区において野菜の実証栽培を実施しました。３つの各ほ場で、ホ
ウレンソウ、コマツナ、カブ、キャベツ、ブロッコリーの５品目を収穫し、検査を行った結果
は以下のとおりです。

～復興に向けての調査を来年度も実施する予定です～

問大熊町役場会津若松出張所　産業建設課
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予約時には問い合わせ番号をお伝えいただくと手続きがスムーズに進みます。問い合わせ番号
は各世帯固有の番号となっています。
※立入り休止日にやむを得ない事情（命日による墓参立入等）により立入りを希望する場合は
役場へ直接ご相談願います。

【一時立入り受付コールセンター】

●電  話  番  号：0120-025-161（フリーダイヤル）
●予約受付時間：平日8:00～20:00、土日・祝日8:00～17:00

・平成27年度から電話番号が変わっています。ご注意ください。
・お盆・お彼岸などは、立入りの安全確保等の観点から、基地ごとの受付上限世帯数を設

けさせていただくことがあります。専用ＨＰ等でご確認ください。
・公益一時立入りの受付・お問い合わせは、これまでどおり各市町村にご連絡ください。
・資料の送付先を変更する場合は、必ずコールセンターに変更内容をご連絡ください。

平成27年度1月、2月の
一時立入りのご案内

　一時立入りを実施する際には事前予約が必要となりますので、実施スケジュ
ールをご確認のうえ、コールセンターへお電話でお申し込みください。

（平成27年度から電話番号が変わっています。ご注意ください。）

※後期（10～３月分）の案内文書は各世帯主様へ個別に発送しております。

※後期分より立入りの上限回数が「年間15回」から「年間30回」となります。

※実施スケジュールや最新の予約状況は、専用HP（http://www.ichijitachiiri.com）でご覧いただけます。

※立入り当日は必ず中継基地で受付を行ってください。中継基地にて、通行証、個人線量計、防護装備

等をお渡します。

※お帰りの際には、中継基地にこれらを返却していただくとともに、スクリーニングを受けていただき

ます。

　なお、マイカーによる立入りは、立入り希望日前日の20:00（土日・
祝日は17:00）までにお申し込みください（予約がない方の立入りは認
められません。また、立入り日当日の受付はできません）。
　また、バスによる立入りは、各月のバス立入り初日の１か月前までにお
申し込みください。



23 広報おおくま　2016（平成 28 年）1月号

一時立入り実施スケジュール【平成28年2月分】� ■…マイカー立ち入り、■…バス立ち入り、■…立入り休止

月 平成28年2月
日 1 2 3 4 5 6 7 8 9 1011121314151617181920212223242526272829
曜　日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月

1 津島活性化センター
スクリーニング場

2 加倉
スクリーニング場

3 高瀬
スクリーニング場

4 中屋敷
スクリーニング場

5 大川原
スクリーニング場

6 高津戸
スクリーニング場

7 毛萱・波倉
スクリーニング場

月 3月
日 17日 18日
曜　日 木 金
毛萱・波倉

スクリーニング場 40世帯 40世帯

1、2月の一時立入りスケジュール（マイカー）

一時立入りスケジュール（バス）

【注意】気象状況により、やむを得ず一時立入りを中止することがあります。

冬　　季　　閉　　鎖
（※大川原スクリーニング場など、他のスクリーニング場をご利用ください。）

一時立入り実施スケジュール【平成28年1月分】� ■…マイカー立ち入り、■…バス立ち入り、■…立入り休止

月 平成28年1月
日 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10111213141516171819202122232425262728293031
曜　日 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

1 津島活性化センター
スクリーニング場

2 加倉
スクリーニング場

3 高瀬
スクリーニング場

4 中屋敷
スクリーニング場

5 大川原
スクリーニング場

6 高津戸
スクリーニング場

7 毛萱・波倉
スクリーニング場

冬　　季　　閉　　鎖
（※大川原スクリーニング場など、他のスクリーニング場をご利用ください。）



り、楽しい時間を過ごした後、次回の開催、
出会いを約束して解散となりました。

　11月28日、いわき市の湯本温泉「吹の湯」
で町区の臨時総会と懇親会を開催しました。
　県内外から65人が参加。はじめに臨時総
会を開き、震災後の区暫定規約や27年度区
予算の承認、絆維持補助金の説明と今後の活
用についての決議等を行いました。総会後に
参加者全員で記念写真を撮影、そして湯本温
泉の名湯に浸かり、楽しみだった懇親会に突
入しました。
　懇親会は震災後初めて顔を合わせる人もあ
り、涙と笑顔、執行部企画のアイデア商品の
くじびきもあり、楽しい時間を共有すること
ができました。
　次に４月の定時総会で会えるのが楽しみで
す。

　熊川区の浜友会の臨時総会が11月29日、
いわき市の湯本温泉・ホテル美里で開かれま
した。約30人が出席。松永秀貞会長の退任
に伴い、新会長に鎌田寿忠さんが選ばれまし
た。このほかの役員や連絡委員も決めました。
　総会後には懇親会が開かれ、古里の思い出
話や近況報告などで盛り上がりました。

　県北地方避難者交流会「こらんしょ大熊」
では、福島市や伊達市等に避難されている町
民の皆さまの、交流会へのご参加をお待ちし
ています。
時１月30日㈯　午後１時～
場土湯温泉　福うさぎ
内新年会
費1,500円
問代表・菅野充史　電090-7233-1148

　１月の定例会は次の通り開催します。
時１月24日㈰　午前11時～午後１時30分 
場水戸市・京成ホテル　会議室
内ランチョンミーティング

産経新聞・大塚昌吾氏講演会
「首都圏にとっての『福島』　福島にとって
の『原発被災地』―誰が、誰のために復興
するのか―」

※講師プロフィル：昭和39年９月生まれ。
千葉総局、東京、大阪本社社会部、東京本
社経済部（財務省、日銀担当など）、同次
長などを経て、震災３年目を迎えた平成
25年秋～26年秋にかけて福島支局長。現
東京本社地方部デスク。東京都杉並区出身。
明治大法卒。母の実家が二本松市。
期１月16日㈯まで
問浅野秀蔵（水戸市）電080-1657-7286
syu-senya.takanori@coral.plala.or.jp

埼玉県に避難している皆さんへ。
輪になろう！ふみ出そう！ひまわりサロン

のご案内です。
時１月20日㈬　午前10時～
内おしゃべりサロン
場やすらぎ会館（川口市南鳩ヶ谷6-8-16）
問ひまわりの会
電080-5431-0123（島田）

　11月28日、いわき市常磐湯本温泉・ホテ
ル美里で下野上1区の総会、懇親会を開催し
ました。
　震災後初めての開催で77人が参加しまし
た。平成22年度の会計報告、下野上1区特別
規約（町絆補助金の活用）の説明、役員の選
出、任期などについて話し合いをすることが
できました。
　懇親会では４年ぶりの懐かしい再会もあ

積
小
為
大
の
会

ひ
ま
わ
り
サ
ロ
ン

下
野
上
１
区
の
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会
・
懇
親
会

町
区
の
臨
時
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会
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懇
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会

浜
友
会
の
臨
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こ
ら
ん
し
ょ
大
熊

24問問い合わせ　　申申し込み　　電電話　　Fファクス　　メール　　 webウェブサイト



借り上げ住宅自治会「おおくま町会津会」
は借り上げ住宅に避難されている町民の皆さ
まのための交流会を毎月第1、第3水曜日に
開催しています。お気軽にご参加ください。
時1月の開催日（両日とも午前10時から）
・６日㈬　団子さしづくり
・20日㈬　交流会
場おおくまサロン「ゆっくりすっぺ」
　（会津若松市）
内町民同士の交流、情報交換など
　※随時会員を募集しています。
問電090-7078-2327（山本）

時１月19日㈫　午前10時～正午
場会津若松市生涯学習総合センター
　「會津稽古堂」３階会議室
内プリザーブドフラワーアレンジメント
費2,500円
期１月15日㈮まで
申問電090-6259-7933（阿部）
　※平日午前10時～午後５時受付

いわき市内に避難している皆さん！
お茶会「すまいるサロン」を開催します。
町民であればどなたでもご参加いただけま

す。
初めての方は、ご連絡いただければ幸いで

す。
時１月14日㈭　 午前10時〜午後３時
　※ご都合のよい時間にお出かけください。
場大熊町役場いわき出張所２階調理室
◆主催　すまいるサロン
持マイカップ、おむすび（昼食）
問電080-1830-5567（小林）

１月は新年会を予定しています。
時１月30日㈯　午前10時～
場勿来関の湯（いわき市勿来町関田須賀1-4）
費1,000円程度
申問大熊町コミュニティ支援いわき事務所
期１月15日㈮まで
電0246-88-9317
　（平日午前10時～午後4時）
※当日連絡先
電070-5581-5939（担当・冨岡）

　いわき市内にお住まいの町民の皆さん、温
泉で一日お茶を飲みながらの交流会を毎月第
３水曜に行っています。ご参加をお待ちして
います。
時１月20日㈬　午前10時～午後３時
場古滝屋

※人数がまとまれば、好間第三仮設から無
料送迎バスあり

◆入浴料　800円（個人負担）
　※タオルや昼食は各自準備
問電080-6007-6824（市川）
　電090-5187-2234（堀本）

仙台うみの杜水族館バスツアー！
　12月6日に創立した、おおくままち北浜グ
ループが初めてのイベントを行います！
浜通り北部に集える大熊町民のみなさま、是
非ご参加ください！
時２月13日㈯
場宮城県
費2,000円
内仙台うみの杜水族館、秋保温泉など
◆集合
　南相馬（道の駅）午前７時
　相馬（道の駅）　午前７時20分
　駒ヶ嶺駅　　　　午前７時45分
◆帰着予定
　午後５時30分頃
期１月29日㈮まで（先着順定員45名）

※お申し込みいただいた方には後日詳細を
ご連絡します。

申問大熊町コミュニティ支援いわき事務所
電0246-88-9317
　（平日午前10時～午後4時）
※当日連絡先
電070-5581-5939（担当・冨岡）
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○人口及び世帯
人口数 世帯数

平成23年３月11日時点 11,505 4,235
平成27年11月30日現在 10,778 3,922

増　　減 △ 727 △ 313

●避難先の状況� （平成27年12月1日現在）
都道府県 人数 福島県内 人数

海外 0 福島市 231
不明 5 会津若松市 1,457
北海道 31 郡山市 1,017
青森県 23 いわき市 4,479
岩手県 2 白河市 72
宮城県 189 須賀川市 93
秋田県 22 喜多方市 55
山形県 45 相馬市 96
福島県 8,193 二本松市 44
茨城県 459 田村市 59
栃木県 186 南相馬市 232
群馬県 85 伊達市 13
埼玉県 402 本宮市 33
千葉県 241 桑折町 6
東京都 290 国見町 2
神奈川県 178 川俣町 1
新潟県 241 大玉村 25
富山県 6 鏡石町 13
石川県 16 天栄村 1
福井県 6 下郷町 0
山梨県 5 檜枝岐村 0
長野県 9 只見町 0
岐阜県 5 南会津町 5
静岡県 23 北塩原村 0
愛知県 7 西会津町 1
三重県 8 磐梯町 1
滋賀県 0 猪苗代町 11
京都府 7 会津坂下町 22
大阪府 20 湯川村 3
兵庫県 7 柳津町 1
奈良県 0 三島町 1
和歌山県 2 金山町 2
鳥取県 0 昭和村 0
島根県 0 会津美里町 28
岡山県 2 西郷村 20
広島県 0 泉崎村 3
山口県 0 中島村 0
徳島県 0 矢吹町 15
香川県 1 棚倉町 2
愛媛県 2 矢祭町 0
高知県 0 塙町 5
福岡県 22 鮫川村 0
佐賀県 3 石川町 3
長崎県 2 玉川村 5
熊本県 0 平田村 1
大分県 9 浅川町 5
宮崎県 14 古殿町 5
鹿児島県 1 三春町 47
沖縄県 8 小野町 14

計 10,777 広野町 36
楢葉町 1
富岡町 0
川内村 4
大熊町 0
双葉町 0
浪江町 0
葛尾村 0
新地町 23
飯舘村 0

計 8,193

大熊町の避難状況
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時１月13日㈬・26日㈫
　午前９時30分～正午
場大熊町役場いわき出張所２階
対未就学児とその親、祖父母
内自由遊び、ダンス
　身長・体重測定

離乳食や育児等の個別相談もできます。
持水分、おむつ等
申不要

体を動かして気分をリフレッシュ。講師は
Ｊヴィレッジフィットネスクラブのスタッフ
です。
時１月22日㈮　午前10時～11時30分
場大熊町役場いわき出張所2階
持動きやすい服装と室内履き、水分
申電話で（当日参加も可能）

総合健診を受けられた方へ、おいしいお知
らせです。
時１月19日㈫
　午前11時30分～午後２時
場泉公民館（いわき市泉町四丁目13-11）
内バイキング形式で普段の食事のカロリーや

塩分を知る等（昼食が出ます）
定15人（先着順）
持健診結果通知書
申必要。定員になり次第締め切ります

人生、シルバーのように渋く輝きたい！喋
って・作って・食べて元気になろう
時１月29日㈮
　午前10時～午後１時（終了予定）
場常磐共同ガス　ガスワンキッチンスタジオ
「ステラ」（いわき市常磐湯本町日渡74-7）
定15人（年齢、性別問わず誰でも参加可能）
持エプロン、三角巾など
申電話または来所で
費無料

子
育
て
ひ
ろ
ば

さ
び
な
い
カ
ラ
ダ
づ
く
り

ヘ
ル
シ
ー
バ
イ
キ
ン
グ
考
座

シ
ル
バ
ー
ク
ッ
キ
ン
グ

問
大
熊
町
役
場

　

い
わ
き
出
張
所

　

保
健
衛
生
係



おくやみ申し上げます

死亡者名 年齢 住　所
渡　部　政　一 ８３ 歳 諏　　 訪
鈴　木　　　安 ６７ 歳 諏　　 訪
横　山　ムメ子 １０２ 歳 大　　 野
柴　田　佐波子 ９４ 歳 大　　 野
髙　瀬　モ　ト ９８ 歳 南　　 平
吉　田　ツ　ル １０４ 歳 大
渡　邉　信　一 ８９ 歳 長 者 原

※２月号からお誕生・ご結婚の届出についても掲
載しますので、ご希望の方は届出の際にお申し出
ください。

2015年（平成27年）11月
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クイズ「目指せ！おおくＭＡＳＴＥＲ★」
おおちゃんクイズ　A・5つ
（浪江町・双葉町・富岡町・川内村・田村市）
くうちゃんクイズ　A・かきまぜる

編
集
後
記

　

新
し
い
年
を
迎
え
る
の
に
合
わ
せ
、
広
報
お
お
く
ま
の
紙
面
を
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
ま
し
た
。
表
紙
の
印
象
が
少
し
変
わ
っ
た
の
で
、
戸
惑
っ
た
方
も
い

た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
少
し
で
も
読
み
や
す
く
親
し
み
や
す
い
広
報
紙
を

目
指
し
た
試
み
で
す
。
ど
う
か
長
い
目
で
見
守
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

　

紙
面
刷
新
に
当
た
っ
て
は
役
場
の
若
手
、
中
堅
職
員
と
、
ど
ん
な
紙
面
に

し
た
ら
親
し
ま
れ
る
か
議
論
を
重
ね
ま
し
た
。「
フ
ル
カ
ラ
ー
に
す
べ
き
」「
投

書
欄
を
設
け
る
べ
き
」「
文
章
は
少
な
め
、
写
真
は
多
め
に
」
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。
今
後
も
、
で
き
る
も
の
か
ら
少
し
ず
つ
改
善

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
４
月
１
日
号
辺
り
ま
で
は

紙
面
の
細
か
な
変
更
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
慣
れ
る
ま
で
ご
不
便
を
か

け
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　12月９日、日隠山の中腹から日の出を撮影しました。
東の空が赤く色づき始め、午前６時30分過ぎ、太陽が顔
を出しました。大熊の大地と、どこまでも続く太平洋の先
に昇る太陽の構図はこの上なく雄大で、夢中でシャッター
を切りました。しばらくすると一隻の大型船がゆっくりと
横切りました。中心街に目を向けると、役場庁舎や福島第
一原発の建屋が朝日を反射して白く光っていました。町内
には日の出前から多くの車が列をなして入ってきていまし
た。除染や廃炉に携わる作業員の方たちでしょうか。古里
の朝は早いです。

表紙の写真



大熊町役場
・会津若松出張所
（総務課、企画調整課、税務課、住民課、福祉課、健康介
護課、環境対策課、生活支援課、産業建設課、出納室、
教育総務課、議会事務局）
　〒965-0873	 会津若松市追手町2-41
　　0120-26-3844（フリーダイヤル）
　　0242-26-3794
・いわき出張所
（生活支援係、住民福祉係、保健衛生係、復興事業課）
　〒970-1144	 いわき市好間工業団地1-43
　　0120-26-5671（フリーダイヤル）
　　0246-36-5672
・中通り連絡事務所
　〒964-0915	 二本松市金色421-10
	 オフィス・ウインドストリーム1F
　　0120-24-1013（フリーダイヤル）
　　0243-24-1259
・現地連絡事務所
　〒979-1306	 大熊町大字大川原字手の倉125
　	 坂下ダム管理事務所内
　　0240-32-2318	 　　0240-32-5460
　
大熊町コミュニティ支援事務所
・関東事務所（梨の実スペース）
　〒330-0062	 さいたま市浦和区仲町2-15-4
	 アイリーセブンコート1F
　　048-711-7135

☎
FAX

☎
FAX

☎
FAX

☎ FAX

☎

・いわき事務所
　〒970-1144	 いわき市好間工業団地1-43
	 大熊町役場いわき出張所内
　　0246-88-9317
・梨の実サロン平
　〒970-8026	 いわき市平字新田前6-10
　　0246-38-3236

大熊町社会福祉協議会
・会津若松出張所
　〒965-0873	 会津若松市追手町2-41
	 大熊町役場会津若松出張所内
　　0242-29-5760	 　　0242-29-5761
・いわき連絡所
　〒970-1144	 いわき市好間工業団地1-43
	 大熊町役場いわき出張所内
　　0246-38-8920	 　　0246-38-8921
・中通り連絡所
　〒964-0915	 二本松市金色421-10
	 大熊町役場中通り連絡事務所2F
　　0243-24-1338	 　　0243-24-1339

大熊町商工会
　〒965-0873	 会津若松市追手町2-41
	 大熊町役場会津若松出張所内
　　0242-29-5770	 　　0242-29-5771
・いわき出張所
　〒970-1152　いわき市好間町中好間字上川原36-1
　　0246-85-5103	 　　0246-85-5104

☎

☎

☎ FAX

☎ FAX

☎ FAX

☎ FAX

☎ FAX

　会津若松市河東町の熊町・大野小体育館で
12月３日、もちつき会が開かれ、両校児童
と町立幼稚園児がひと足早い正月気分を味わ
いました。
　岩手県北上市更木地区から送られたもち米
60㎏を使い、地元河東地区の学校支援団体

「おおくまフレンズ」とPTAの皆さんが子ど

もたちにもちつきの手ほどきをしました。子
どもたちは掛け声をかけながら楽しそうにも
ちをついていました。
　つきたてのもちはあんこ、きなこ、汁もち
の３種類に料理され、子どもたちに振る舞わ
れました。
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正月気分―小学校でもちつき会
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